
日本脳炎に注意しましょう 

 長崎県県北保健所地域保健課 

健康対策班より情報提供がありま

した。平戸市で日本脳炎の患者が

発生したそうです。 

 

■ここから引用■ 

今年初となる日本脳炎の患者が

平戸市で発生しました。本県では

令和 3年 10月以来の患者発生とな

ります。暑さのピークは過ぎまし

たが、ウイルスを媒介する蚊の活

動時期は本県では秋ごろまで続き

ますので、蚊に刺されない対策を

とることが重要です。日本脳炎は

日本脳炎ウイルスによって起こる

ウイルス感染症です。人はこのウ

イルスをもっている蚊（主にコガ

タアカイエカ）に刺されることに

よって感染します。潜伏期間は 6日

から 16日で、ほとんどの場合は無

症状で終わりますが、発症すると 

数日間の高熱・頭痛・嘔吐・めまい

がみられ、重症化すると意識障害・

けいれん・昏睡などの症状ととも

に、死亡に至ることもあります。治

癒した場合でも、麻痺等の重篤な

後遺症が残ることもあります。  

～（中略 山田）～また、蚊に刺さ

れないように、網戸を閉め、蚊が家

の中に入らないようにしましょう。 

蚊取線香や各種の虫よけ、殺虫剤

等の使用も有効です。また、外出す

る際は長袖などを着て、コガタア

カイエカに刺されないような工夫

が大切です。■引用終わり■ 

 

 なお、日本脳炎は、人から人への

感染はなく、また感染者を刺した

蚊に刺されても感染することはあ

りません。 

 

 紹介されていた予防法をお知ら

せします。 

① 日本脳炎ワクチンの接種 

ワクチンにより日本脳炎の罹患

リスクを 75～95％減らすことが

できると報告されています。  

② 蚊に刺されない工夫  

日本脳炎は蚊(主にコガタアカ

イエカ)によって媒介されるので、

蚊に刺されない対策や、蚊を増や

さない環境づくりが重要です。 

・夕方～夜明けには屋外で過ごす

ことを避ける。 

・戸外で過ごすときはできるだけ

皮膚の露出を避ける（長袖、長ズ

ボン等の着用）。  

・虫除けスプレー等を活用する。 

・網戸を閉め、蚊が家の中に入らな

いようにする。  

③ 十分な休息 休養、栄養、睡眠を

十分にとり、過労を避けて、免

疫力を維持して発症を予防する。 
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